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戦いノオト⑤

「トコトンヤレ、 トンヤレナ」 は拍子をとる
ための囃しことばでしたが、 「トコトンヤレ」
が 「徹底的にやれ」 の意味をもつようにな
ったのは、 この歌が人口に膾炙したからだと
いう説もあります。
明治2年（1869）には、 薩摩藩に日

本初の近代的な軍楽隊である 「サツマバン
ド」 が生まれました。 横浜でイギリス陸軍の
指導を受け、 主に新政府の公務で外国と
の式典の際に演奏したようです。
上写真の 「都風流トコトンヤレぶし」 は

印刷物で、 右端に日月の錦の御旗が見え
ます。 岩倉具視は戊辰戦争に先立ち、 薩
摩の大久保利通と長州の品川弥二郎に錦
旗の調製を委嘱していました。 「トコトンヤレ
ぶし」 は別名 「錦旗節」 ともいいます。
「宮さま」 は新政府の総裁で東征大総督

でもあった有栖川宮熾仁（ありすがわのみ
やたるひと）親王のことです。 親王は和子
内親王の婚約者でしたが、 井伊直弼らの
運動で婚約を辞退、 和子は将軍徳川家
茂に嫁ぎます（和宮降嫁）。 この婚約解
消は 「悲恋の物語」 として庶民の間に流
布しました。

【都風流トコトンヤレぶし】
嘉永6年（1853）、 浦賀に入港したペリ

ー率いるアメリカの艦隊は、 軍楽隊を同行
していました。 日本で最初に吹奏楽が鳴り
響いたのはこのときで、 ペリーらは隊列を組
み、 軍楽隊の演奏とともに浦賀奉行との会
見場所まで行進しました。 軍楽隊は、 この
あとも各地で演奏をしたようです。
幕府や各藩は西洋の軍制を取り入れる

上で、 「軍楽隊」 も一緒に取り入れ、 西
洋の楽器も入ってきました。
慶応4年（1868）、 戊辰戦争が始まると、

長州などの倒幕軍（新政府軍）は 「宮さ
ん宮さんお馬の前にヒラヒラするのは何じや
いな　あれは朝敵征伐せよとの錦の御旗じ
や知らないか　トコトンヤレ、 トンヤレナ」 で
知られる 「トコトンヤレ節（トンヤレ節）」 を
演奏しながら東上したといわれていますが、
疑うむきもあります。 いずれにしても、 トコト
ンヤレ節は日本最初の 「軍歌」 であり、
当時の大流行歌であったと言ってもいいでし
ょう。 作曲は大村益次郎ともいわれるもの
の確証はありません。 作詞は品川弥二郎
です。

「尊攘堂遺墨集」
（尊攘堂史料 5）

尊攘堂は吉田松陰の遺志を
継いで品川弥二郎が明治 20 年
（1887）に京都に建てた施設で
す。幕末の尊王攘夷運動で倒れ
た志士を祀り、その肖像や遺墨
等が保存されており、京都大学
構内に現存します。
写真は当館の「尊攘堂史料」
にある「尊攘堂遺墨集」にみえ
る有栖川宮熾仁親王の書および
吉田松陰（右）と品川弥二郎の像。
当館には他に、「品川弥二郎
日記」（毛利家文庫 71 藩臣日記
36）もあります。

幕末の歌(4)　～トコトンヤレ節～

「音」で読み解く
防長の歴史
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「都風流トコトンヤレぶし」（軸物類80）
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トコトンヤレ節は、明治になってもさまざまな替え歌で歌われたようで、次のような日露戦
争を歌ったものも残されています。

みなさんみなさん旅順の沖に　すらりとならぶはなんじゃいな
あれは「ろしあ」を征服せよとの御国の艦隊とは知らないか　トコトンヤレトンヤレナ
皆さん皆さん向うに見ゆるはなんじゃいな
あれは朝日の御旗をひるがえす二百三高地の占領と知らないか　トコトンヤレトンヤレナ

「明治38年童話伝説俗謡取調書」（県庁戦前A教育67）


